
」
う
し
た
考
え
か
ら、

（
新
田）

は

じ

め

に

島

地

黙

雷

明
治
六
年
十
月
か
ら
八
年
五
月
に
か
け
て
展
開
さ
れ
た
衰
宗
の
大
教
院
分
離
運
動
は、

大
教
院
そ
の
も
の
の
解
体
と
い
う
結
果
を
も
た
ら

し、

直
接
統
制
か
ら
間
接
統
制
へ
と
明
治
政
府
の
宗
教
政
策
が
移
行
す
る
重
大
な
転
換
点
と
な
っ
た
。

こ
の
運
動
を
指
瑞
し
た
の
が
島
地
黙

雷
で
あ
る
。

彼
は
政
治
的
に
指
遂
し
た
ば
か
り
で
は
な
く、

多
彩
な
言
論
活
動
を
通
し
て
こ
の
運
動
に
思
想
的
衷
付
け
を
与
え
る
こ
と
に
努

め
た。

こ
の
時
彼
が
展
開
し
た
議
論
に
は
多
様
な
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
。

従
来
は、

信
教
の
自
由
・

政
教
分
離
と
い
っ
た
観
点
か
ら
の

ア
プ
ロ
ー
チ
が
一

般
的
で
あ
っ
た
が、

近
頃
で
は
所
謂
「
国
家
神
道
」

と
の
関
連
か
ら
「
治
教
論
」

が
着
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
て
い

(

1
)
 

る
。

し
か
し、

「
治
教
論
」

そ
の
も
の
に
つ
い
て
は、

八
神
道
11
古
代
の
天
皇
政
治
に
対
す
る
尊
称、

あ
る
い
は
尊
王
の
傲
礼
的
表
現
11
治

教
11
非
宗
教
＞
と
見
る
論
理、

と
い
っ
た
よ
う
な
簡
素
な
解
説
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

し
た
が
っ
て、

所
謂
「
国
家
神
道
」

な
る
も
の
と
の
関
連
に
お
い
て、

彼
の
「
治
教
論
」

が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
と
す
れ
ば、

や
や
立
ち
入
っ
た
形
で
そ
の
謡
論
の
見
取

り
図
を
作
っ
て
お
く
の
も
無
駄
で
は
な
い
で
あ
ろ
う。

本
稿
で
は
黙
雷
が
初
め
て
治
教
論
を
本
格
的
に
展
開
し
た

(
3)
 

論
」

に
基
づ
い
て
三
条
教
則
・

十
七
兼
題
に
独
自
の
解
釈
を
加
え
た
「
三
条
弁
疑
」

島
地
黙
雷
の
治
教
論

治

教

論

(
9)
 

「
教
部
改
正
建
議
」

と、

(
4)
 

「
十
七
論
題
修
斉
通
書
」

を
中
心
と
し
て
黙
雷
の
治
教

新

田

そ
こ
で
展
開
し
た
「
治
教

均
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図
が
顕
に
さ
れ
て
い
る。

③
 島

地
黙
雷
の
治
教
論

論
を
分
析
す
る。

帰
国
か
ら
大
教
院
分
離
運
動
開
始
ま
で

明
治
六
年
七
月
十
五
日、
海
外
教
状
視
察
を
終
え
て
掃
国
し
た
島
地
黙
雷
は、
報
告
の
た
め
早
速
帰
山
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
冦。
と
こ
ろ

そ
の
ま
ま
東
京
に
留
ま
る
よ
う
に、
と
の
指
示
を
受
け

が、
た
ま
た
ま
西
本
願
寺
法
主
大
谷
光
啓
が
近
く
上
京
す
る
予
定
に
な
っ
て
お
り、

た。
こ
う
し
て
彼
は
教
部
省
な
ら
び
に
大
教
院
の
実
状
を
見
る
こ
と
に
な
っ
た。

黙
雷
は
滞
欧
中
か
ら
教
部
省
政
策
に
つ
、

そ
し
て、
教
法
を
政
府
が
左
右

し
て
の
情
報
を
得
て
お
り、
様
々
な
批
判
を
お
こ
な
っ
て
い
樗゚

そ
の
よ
う
な
教
部
省
は
近
く
必
ず
窟
省
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
予
想
し
て
い
冦。
し
か

し
よ
う
と
す
る
の
は
文
明
に
反
す
る
も
の
で
あ
り、

し、
ま
だ
そ
の
時
点
で
は
教
部
省
の
解
体
へ
向
け
て
自
ら
が
稼
極
的
な
行
動
を
起
こ
す
こ
と
ま
で
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る。

と
り
わ
け、
我
慢
が
な
ら
な
か
っ
た
の
は
大
教
院
に
お
け
る
造

教
部
省・
大
教
院
の
実
態
は
そ
の
決
意
を
促
す
に
足
る
も
の
で
あ
っ
た。

(

8
)
 

化
三
神
の
奉
祭
で
あ
る。
彼
の
目
に
は
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
「一
向
専
念
之
宗
義」
を
演
滅
す
る
も
の
と
映
っ
た。
黙
雷
は
教
部
省・
大
教
院

の
解
体
を
目
指
し
て
運
動
を
開
始
し
虚。

次
い
で、
他
宗
の
管
長
教
正
へ
も
大
教
院
か
ら
の
分
離
（
す
な

ま
ず、
真
宗
の
有
志
を
募
っ
て
大
教
院
か
ら
の
同
宗
の
分
離
を
決
議
し、

か
し、
他
宗
は
神
官
に
よ
る
圧
迫
を
恐
れ
て
同
調
せ
ず、

わ
ち、
大
教
院
解
体）
を
呼
び
掛
け
た。
し

結
局、
真
宗
の
み
が
大
教
院
か
ら
の
分

離
を
企
て
る
こ
と
に
な
っ
如、0

た
わ
け
で
は
な
い。
仏
教
界
に
働
き
か
け

た
だ
し、
黙
雷
は
大
教
院
の
実
状
の
み
を
見
て
庫
ち
に
教
部
省・
大
教
院
の
解
体
に
動
き
だ
し

(11)
 

と
に
努
め
た。
そ
し
て、
大
教
院
の
実
状
が
教
部
省
の
意
図
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

る一
方、
彼
は
教
部
省
の
意
図
を
確
認
す
る
こ

(

12
)

 

を
確
信
す
る
と、
六
年
十
月
五
日、
所
謂
「
大
教
院
分
離
建
白」
を
参
議
伊
藤
博
文・
同
大
隈
重
信
ら
に
提
出
し、
い
よ
い
よ
教
部
省・
大

し

教
院
解
体
に
向
け
て
本
格
的
な
活
動
を
開
始
し
た。

こ
の
建
白
の
中
で
黙
雷
が
行
な
っ
て
い
る
批
判
の
要
点
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る。

ジ
メ
玉
ハ
、ヽ
朝
廷
自
ラ
用
捨
ノ
権
ヲ
採
ラ
ス
ジ
テ
僧
侶
自
ラ
興
廃
ヲ
己
V――
貧
メ
ン。」

（
新
田）

と
な
っ
て
い
る。

教
義
の
異
な
る
諸
宗
派
が
合
同
で
布
教
す
る
こ
と
は
民
を
惑
わ
す
だ
け
で
あ
る。
ま
た、
神
仏
分
離
の
方
針
に
反
す
る。

最
近
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
諸
府
県
に
中
教
院
が
置
か
れ、
そ
の
体
裁
は
大
教
院
に
倣
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る。
と
す
れ
ば、
中
(13)
 

教
院
は
大
教
院
と
同
じ
四
神
を
祀
る
神
社
と
な
り、
延
い
て
は
小
教
院（
神
社
仏
閣）
も
す
べ
て
神
社
に
変
え
ら
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う。

③

教
義
の
異
な
る
宗
派
で
あ
っ
て
も、
政
治
を
助
け、
風
俗
を
正
し
く
し、
一一一
条
教
則
に
反
し
な
い
も
の
は
自
由
に
布
教
さ
せ
る
べ

(14)
 

き
で
あ
る。
一

1一
条
教
則
を
教
義
と
見
倣
し
て
各
宗
派
の
教
義
を
統一
す
る
こ
と
は
宗
教
を
庭
滅
す
る
も
の
で
あ
る。

④

す
べ
て
の
人
民
に
漠
然
と
し
た
古
史
を
信
じ
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い。
強
い
て
こ
れ
を
信
じ
さ
せ
よ
う
と
す
れ
ば、
却
っ
て
人

民
の
反
発
を
招
き
国
家
に
と
っ
て
有
害
で
あ
る。

「
壺
諸
教
ヲ
通
轄
ス
ル
ノ
省
体
ナ
ラ
ン
ヤ」

こ
の
よ
う
な
批
判
の
後、
大
教
院
の
現
状
は
教
部
省
の
意
図
に
出
る
も
の
で
あ
る
と
し
て、

と
非
難
し
た。
そ
し
て、
次
の
よ
う
な
要
求
を
提
示
し
て
い
る。

朝
廷
公
正、
其
間一ー
偏
頗
ナ
ク
（
其
合
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
者
ヲ
強
合
セ
ス）
、
其
変
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
者
ヲ
謡
変
セ
ス、
夫
ヲ
ジ
テ
各

「
仰
願
ハ

独
立
セ
ジ
メ、
満
邦
ノ
諸
教
ヲ
ジ
テ
悉
ク
朝
恩一一
沐
浴
セ
ジ
メ
ハ、
民
ノ
恩
化
二
舞
踏
ス
JV
ャ、
三
章
ノ
旨
趣
徴
セ
ス
ジ
テ
実
ヲ
輝
ス
＝
至

（
し
た
がっ
て、
こ
の
建
白
を
「
大
教
院
分

ラ
ン
云
々
」
。
表
現
が
や
や
曖
昧
で
あ
る
が、
大
教
院
の
解
体
を
要
求
し
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る

離
建
白」
と
呼
ぶ
の
は
あ
ま
り
遮
切
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る）
。

と
こ
ろ
で、
藤
井
貞
文
氏
が
こ
の
建
白
の
草
案
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
『
島
地
黙
雷
全
集』
第一
巻
所
収
の
「
大
教
院
分
離
建

白」
で
は、
こ
の
部
分
は
「
伏
請
朝
廷
公
正
其
間――
偏
頗
ナ
ク、
各
信
教
ヲ
自
在
ナ
ラ
ジ
メ、
臣
等
ガ
志
ヲ
ジ
テ
官
羅
ヲ
脱
ジ
之
ヲ
独
立
セ

こ
こ
に
は
教
部
省
解
体
の
意
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島
地
黙
雷
の
治
教
論

「
大
教
院
分
離
建
白」
の
直
前
に
起
草
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
上
聞

図
が
も
っ
と
明
瞭
で
あ
る。

規
ヲ
以
テ
檀
徒
ヲ
教
化
シ
テ一
云
々
」
。
こ
れ
以
後
黙
雷
は、

左
院
や
政
府
要
人
に
対
す
る
彼
個
人
の
建
白
活
動
に
お
い
て
は
教
部
省
解
体
と

い
う
急
進
的
な
線
で
運
動
を
進
め
て
い
く。

一
方、

真
宗
教
団
も
十
月
三
十
日、

真
宗
管
長
代
理
権
少
数
正
藤
枝
沢
衣
が
教
部
省
に
「
真
宗
教
院
亭
務
分
離
取
扱
所
別
立
二
忙
即」
を

提
出
し
て
大
教
院
分
離
運
動
を
正
式
に
開
始
し
た。
こ
の
伺
い
は、

仏
教
諸
宗
が
本
来
「
就
学
研
究、

旧
弊一
洗」
を
目
的
し
て
設
立
を
願

い
出
た
大
教
院
が、

今
日
で
は
「
神
道
井
二
七
宗
ノ
説
教
場
ノ
如
ク
相
成
リ、

教
義
混
濫、

民
心
疑
惑
ノ
弊」
を
生
ず
る
に
至
っ
て
い
る
と

指
摘
し、

大
教
院
か
ら
分
離
し
て
独
自
の
布
教
活
動
を
展
開
す
る
許
可
を
求
め
た
も
の
で
あ
る。
こ
こ
で
要
求
さ
れ
て
い
る
の
は
飽
く
ま
で

も
大
教
院
か
ら
の
分
離
で
あ
っ
て、

大
教
院
の
解
体
で
も
教
部
省
の
解
体
で
も
な
い。
臼
く
「
所
謂
不
可
同
者
ハ
教
法
ナ
リ、

可
同
者
ハ
三

条
ノ
教
憲
ナ
リ。
共
二
奉
ス
ヘ
キ
ハ
本
省
ノ
規
則、
共
二
行
イ
難
キ
ハ
教
院
ノ
亭
務
ナ
リ。」

以
後、

真
宗
教
団
と
し
て
は、

遵
守
を
前
提
と
し
た
大
教
院
分
離
・
独
自
布
教
と
い
う
比
較
的
温
和
な
線
で
運
動
を
展
開
し
て
い
く。

こ
の
よ
う
な
黙
雷
個
人
と
真
宗
教
団
と
の
主
張
の
相
違
は
戦
略
的
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る。
教
団
と
し
て
動
く
場

合、

彼
は
表
面
に
は
出
て
い
な
い
が、

教
部
省
に
提
出
す
る
文
書
の
起
草
を
行
な
う
等、

裏
か
ら
支
え
る
或
い
は
指
導
す
る
と
い
っ
た
役
を

演
じ
て
い
る。
ま
た、

新
聞
・
雑
誌
等
の
言
論
機
関
を
活
用
す
る
場
合
に
は、

匿
名
・
変
名
を
多
く
用
い
て
真
宗
の
運
動
を
支
持
す
る
世
論

づ
く
り
を
試
み
て
い
る。
――一
役
を
演
じ
分
け
た
巧
み
な
言
論
活
動
に
よ
っ
て、

大
教
院
分
離
運
動
は
黙
雷
個
人
の
主
張
か
ら
見
れ
ば
若
干
物

足
り
な
い、
し
か
し、

教
団
の
主
張
か
ら
見
れ
ば
十
二
分
な、

大
教
院
解
体
と
い
う
結
果
に
な
っ
た。

当
時、

政
治
的
な
主
張
を
掲
げ
て
言
論
活
動
を
行
な
お
う
と
す
れ
ば、

公
式
に
は
左
院
へ
の
建
白
の
提
叫、

神
官
・
僧
侶
の
場
合
に
は
管

轄
官
庁
た
る
教
部
省
へ
の
願
・
伺
の
提
出、

非
公
式
に
は
民
間
言
論
機
関
へ
の
寄
稿
•
投
書、

政
府
要
人
へ
の
建
白
の
提
出
等
の
手
段
が
あ

っ
た。
こ
う
し
た
手
段
を
縦
横
に
駆
使
し
な
が
ら、

彼
は
当
時
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る。

「
若
ジ
其
政
令
公
正
ナ
ラ
ズ
ン
パ、

之
ヲ
諌
争
ジ
之
ヲ
匡
救
ジ、

以
テ
公
正一＿
至
ラ
ジ
ム
ペ
ジ。
若
ジ
我
諌
匡
ノ
カ
ヲ
尽
サ
ズ、

甍
自
勃

然
不
平
ヲ
唱
言
ジ、

党
類
ヲ
鴨
緊
ジ
テ
禍
乱
ヲ
畑
興
ス
ル
如
キ
ハ、

密
二
尊
上
遵
政
ノ
意
ナ
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ、

非
ヲ
正
サ
ン
ト
欲
ジ
テ
我
＞

自
ラ
非
二
入
リ、

害
ヲ
救
ハ
ン
ト
欲
ジ
テ
翻
テ
害
ヲ
施
ス
者
ナ
リ。
…
…
況
ヤ
方
今
明
型
臨
御、

賢
良
路
二
当
リ、

政
令
公
正
億
挑
ヲ
子
視

ジ、

衆
庶
ノ
言
門
ヲ
開
キ、

緊
オ
ノ
進
路
ヲ
通
ジ
ク
マ
フ
ニ
至
テ
ハ、

何
ゾ
言
ヲ
惜
ン
デ
尽
ク
サ
ゞ
ラ
ン
ヤ、

何
ゾ
能
ヲ
秘
ジ
テ
奉
ヘ
ザ
ラ

ン
ヤ。
夫
奉
戴
ト一
本
ヒ
遵
守
卜
去
フ
者、

徒
ラ
ニ
拝
奉
伏
戴
ヲ
去
フ
―ー
ハ
非
ズ。
要
政
旨
ノ
所
在
ヲ
体
認
ジ
テ
脊
々
服
閥
協
力
愛
護
ジ、

国

威
ヲ
万
邦――
光
輝
セ
ジ
メ
テ、

君
徳一
点
ノ
汚
辱
ナ
キ
ニ
至
ラ
ジ
ム

ど―
在
リ。
…
…
争
臣
・
争
子、
君
父
ヲ
匡
救
ス
ル
ヲ
忠
孝
ト
ス
ル
ト

(17)
 

愈
々
知
叱

奉
戴
遵
守
ノ
誠
心
ア
ル
者
ハ、
腹
心
ヲ
吐
露
ジ
テ
忠
愛
ヲ
献
ズ
ペ
ジ
e」

キ
ハ、明

治
六
年
十
月一
二
十
日、

真
宗
管
長
代
理
権
少
教
正
藤
枝
沢
衣
が
「
真
宗
教
院
事
務
分
離
取
扱
所
別
立
二
付
伺」
を
提
出
す
る
と、

教
部

省
ほ、

十
一
月
十
二
日、

神
道
諸
宗
管
長
と
示
談
の
上
真
宗
内
の
諸
教
正
が
連
署
し
て
伺
出
る
よ
う
に
指
示
し
た。

そ
こ
で、

十
二
月
十
五
日、

管
長
大
教
正
大
谷
光
尊
以
下
真
宗
の
諸
教
正
は
先
の
「
真
宗
教
院
事
務
分
離
取
扱
所
別
立――
付
伺」
に
若
干

の
修
正
を
加
え
た
「
大
教
院
分
維
伺」
に
連
署
し、
こ
れ
に
分
離
後
の
大
教
院
と
の
関
係
を
約
し
た
五
箇
条
か
ら
な
る
「
条
約
下
案」

際
親
睦
之
事、
毎
月一
度
会
合
之
事、
布
教
応
援
之
事、
異
教
防
栗
之
事、
学
師
更
互
之
事）
と
神
道
乃
仏
教
六
宗
の
分
離
同
意
書
（
「
添
書」
）
を
付

し
て
教
部
省
に
提
出
し
た。

代
理
を
以
て
連
署
し
た
五
名
に
大
教
院
が
確
認
を
求
め
た
と
こ
ろ、

大
教
院
分
離
運
動
の
展
開

（
新
田）

（
交

教
部
省
ノ
不
体
裁―ー
ツ
イ
テ
」
に
お
い
て
は、

教
部
省
解
体
の
意

「
備
侶
ノ
鏃
ハ
神
官
卜
其
管
轄
ヲ
異―ー
ジ、

僧
侶
ヲ
策
進
ジ、

寺
院
ヲ
保
護
ス
ル
ノ
局
ヲ
設
ケ、

諸
宗
各
其
宗

――一
条
教
則
の

こ
う
し
て、

真
宗
の
大
教
院
分
離
は
簡
単
に
成
る
か
と
思
わ
れ
た。
と
こ
ろ
が、
「
大
教
院
分
離
伺」
に
連
署
し
た
真
宗
の
諸
教
正
の
内、

そ
の
中
の
一
人
興
正
寺
の
華
園
摂
信
が、

十
二
月
十
七
日
に
分
離
不
同

意
を
回
答
し
て
き
た。
こ
の
た
め、
教
部
省
は
衷
宗
内
部
の
不
統
一
を
理
由
に、
大
教
院
分
離
伺
・
条
約
下
案
・
大
教
院
の
添
書
を
返
却
し、
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島
地
黙
雷
の
治
教
論

（
新
田）

彼
に
よ
れ
ば 、

み
て
い
る 。

③
 

③ ① し
た
が
っ

て 、
「
治
教」
と
「
宗
教」
の
混
惰
を
除
く
た
め
に
教
部
省
を
解
体
し 、

「
文
部
普
通
ノ
学――
基
キ
宇
内
公
行
ノ
条
理

「
学
」

と
は
文
部
省
が
推
進
す
る
「
少
年
子
弟」
を
対
象
と

「
治
教
論」
の
提
唱

出
し
た。
「
治
教
論」
を
展
開
し
た
「
教
部
改
正
建
議」
が
そ
れ
で
あ
る。

島
地
黙
雷
の
治
教
論

大
教
院
と
真
宗
を
呼
び
出
し
て
双
方
で
協
誤
す
る
こ
と
を
指
示
し
た 。
こ
う
し
て
大
教
院
分
離
運
動
は
長
期
化
す
る
様
相
を
呈
し
始
め
た。

大
教
院
と
真
宗
の
協
議
が
続
く
内 、
七
年
四
月
四
日
に
な
っ

て
大
教
院
は 、
分
離
不
可
に
院
論
が
決
定
し
た
た
め
添
書
ほ
与
え
な
い
（
但

し 、
強
い
て
留
め
る
心
算
も
無
い）
と
の
見
解
を
真
宗
に
伝
え
た。
こ
の
た
め 、
四
月
八
日 、
分
離
に
反
対
し
て
い
る
者
（
華
園
摂
信
と
渋
谷
逹
性）

を
除
い
た
真
宗
諸
教
正
は
再
び
先
の
「
大
教
院
分
離
伺」
に
連
署
し 、
そ
れ
ま
で
の
経
緯
か
ら
最
早
話
し
合
い
の
余
地
の
無
い
こ
と
を
説
明

し
「
大
教
院
分
離
伺」
の
受
理
を
求
め
た
「
醐]
を
添
え
て
教
部
省
に
提
出
し
た。

紙
理
由
を
添
え
て 、
院
論
が
分
離
不
可
に
決
定
し
た
旨
を
教
部
省
へ
上
申
し
た。

こ
れ
に
対
し
て 、

教
部
省
は 、

た 。
こ
れ
に
応
え
て
大
教
院
は 、

双
方
が
角
逐
し
て
い
る
よ
う
で
は
裁
可
し
が
た
い
と
し
て 、

五
月
五
日 、
真
宗
へ
六
箇
条
の
質
問
提
示
し 、

さ
ら
に
熟
談
す
る
こ
と
を
双
方
に
指
示
し

五
月
十
五
日
真
宗
が
こ
れ
に
回
答
を
示
し 、
六
月
十
二
日

大
教
院
が
さ
ら
に
反
論
を
加
え
る
と
い
っ

た
遣
取
が
行
な
わ
れ
た。
こ
の
最
後
の
反
論
に
お
い
て
大
教
院
は 、
こ
れ
以
上
の
論
争
は
大
教
院

の
醜
態
を
曝
す
だ
け
で
無
益
で
あ
る
と
し
て
衰
宗
の
回
答
を
求
め
ず 、
教
部
省
の
裁
決
に
委
ね
た。

こ
の
遣
取
が
続
け
ら
れ
て
い
た
五
月
二
十
四
日 、
黙
雷
は
教
部
省・
大
教
院
体
制
を
根
本
か
ら
覆
す
構
想
を
盛
込
ん
だ
建
白
を
左
院
に
提

(
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島
地
黙
雷
が
こ
の
建
白
の
中
で
展
開
し
て
い
る
「
治
教
論」
に
は
二
つ
の
意
味
が
あ
る。

―
つ
は 、
文
明
開
化
の
手
段
と
し
て
の
「
治
教
論」
で
あ
る。
彼
は
「
朝
旨
I
所
在」
は
「
因
襲
ヲ
脱
却
ジ
文
明――
進
趣
ス
ル
コ
ト」
、

す
な
わ
ち
文
明
開
化
に
あ
る
と
し 、
こ
の
た
め
に
政
府
が
な
に
よ
り
も
優
先
す
ぺ
き
は
政
治
を
公
明
に
す
る
こ
と
と 、
教
育
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
で
あ
る
と
主
張
す
る。
そ
し
て 、
教
育
を
「
学」
と
「
教」
に
分
け
る。

し
た
学
校
教
育
を
指
す。
「
教」
と
は
「
壮
老
婦
女
ノ
学
二
就
ク
能
ハ
サ
ル
者」
を
対
象
に 、

ヲ、主
ト
ジ
産
業
経
済
修
身
斉
家
ス
ヘ
テ
文
化
＝
開
導
ジ

朝
旨
ヲ
領
得
セ
ジ
ム
ル
ヲ
要
」

と
す
る
も
の
で
あ
る 。
彼
は
こ
れ
を
「
文
明
ノ
治

教」
と
呼
ん
で
い
る 。
ま
た 、
「
文
明
ノ
治
教」
は 、
「
幽
界
冥
理」
を
説
い
て
人
民
に
「
安
心
立
命」
を
与
え 、
風
俗
を
正
し 、
人
心
を

純
良
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
文
明
ノ
治
教
ヲ
翼
賛
ス
ル
」
こ
と
を
役
割
と
す
る
「
宗
教」
と
は
区
別
さ
れ
る 。

「
各
宗
ノ
教
法
ヲ
興
隆
ス

と
こ
ろ
が 、
現
在
の
教
部
省
の
「
立
省
乙尤
旨」
は
「
民
ヲ
ジ
テ
開
明――
進
歩
セ
ジ
ム
JV――
在
JV」
の
で
も 、

ル
ニ
在
ル」
の
で
も
な
< 、
「-
神
道
宗
ヲ
興
ジ
テ
以
テ
外
教
ヲ
防
キ
以
テ
国
体
ヲ
維
持
セ
ン
ト
ス
JV――
在」
る 。
こ
れ
は

ー
「
文
明
ノ

治
教」
が
適
宜
政
府
が
施
行
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し

ー 、
「
宗
教」
が
「
教
派
自
ラ
別
ア
リ
ト

雖
ト
モ
政
ヲ
害
セ
ス
其
国
ヲ
乱
ラ
ス

忠
信
善
良
二
帰
著」
す
る
限
り 、
「
民
ノ
帰
需――
任
ス
JV」
の
が
「
文
明
諸
国
ノ
通
範」
で
あ
る
こ
と
を
ま
っ

た
く

無
視
し
た
措
置
で
あ
る。

某
省
の
中
に
「
社
祠
寮」
と
「
寺
院
寮」
を
置
い
て
社
寺
を
別
々
に
管
轄
さ
せ
る 。

「
文
明
ノ
治
教」
は
文
部
省
に
「
教
導
寮」
を
置
い
て
管
轄
さ
せ
る 。

教
諭
の
施
設
た
る
教
院
（
文
部
省
所
管）
に
お
い
て
は
四
神
の
合
祭
を
行
な
わ
な
い。

な
ど
の
措
置
を
と
る
こ
と
を
要
求
し
た 。
以
上
が
「
文
明
ノ
治
教」
で
あ
り 、
黙
雷
が
積
極
的
な
宜
布
の
対
象
と
し
て
論
じ
て
い
る
の
専
ら

こ
の
意
味
で
の
「
治
教」
で
あ
る 。

こ
れ
に
対
し
て 、
第
二
の
意
味
で
の
「
治
教」
は
第一
の
意
味
で
の
「
治
教」
を
展
開
す
る
前
提
と
し
て
の
「
治
教
」

ー
所
謂
神
道
非

宗
教
論
ー
�

で
あ
る。
こ
こ
に
お
い
て
黙
雷
は
教
部
省
が
展
開
し
た
宗
教
政
策
の
基
礎
に
あ
る
神
道
鍛
に
大
胆
な
修
正
を
加
え
る
こ
と
を
試

「
神
道」
と
は
古
代
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
「
済
世
安
民
ノ
大
政」

ー
す
な
わ
ち 、
善
き
天
皇
政
治
—
ー

の
尊
称
に
す

ぎ
な
い。
彼
は
こ
れ
を
「
固
有
ノ
治
鯰」
と
呼
ん
で
い
る
（
現
在
の
言
葉
に
直
せ
ば
「
皇
道」
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
い
う） 。
し
た
が
っ
て 、
「
神

一
方
大
教
院
も 、
四
月
十
九
日 、
四
筒
条
か
ら
な
る
別

（
新
田）
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「
神
道
宗
門」
を
「
本
邦
未
曽
有
ノ
私
見」
と
し
た
場
合、
「
神
道
宗
門」
が
奉
ず
る
神
々
は
ど
の
よ
う
に
位
骰
付
け
ら
れ

た
の
で
あ
ろ
う
か。
神
々
の
中
に
は
皇
室
の
存
在
と
切
り
離
せ
な
い
も
の
も
多
い。
彼
の
著
作
を
読
む
と
神
々
を
三
つ
に
分
類
し
て
理
解
し

て
い
た
よ
う
で
あ
る。
ま
ず、
第一
が
「
山
川・
草
木
皆
神
也」
と
す
る
も
の
で、
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
是
欧
州
児
童
モ
猶
賤
笑
ス
ル
所――

念�）

ジ
テ、
草
荒・
末
開
是
ョ
リ
甚
ジ
キ
者
ハ
ア
ラ
ス
」
と
し
て一
蹴
し
て
い
る。
第
二
が
所
謂
造
化
三
神
で、
こ
れ
も
万
法
唯
心
を
説
き
造
化

g)
 

神
を
否
定
す
る
教
義
と
相
容
れ
な
い
と
し
て
拒
否
さ
れ
る。
そ
し
て、
第一一一
の
神
が
祖
先
で
あ
る。
こ
れ
に
つ
い
て
は、
「
我
力
邦
開
闘
ノ

(32)
 

神
ハ、
即
我
ノ
祖
先
ク
リ。
万
世
億
兆
ノ
基
ヲ
開
ク、
功
徳
固
リ
睦
浅
ナ
ラ
ス。
之
ヲ
崇
敬
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
也」
、
「
其
人
体
ハ
早
ク

翁）

土
二
帰
ス
ト
雖
モ、
其
霊
魂
ハ
不
朽――
存
ス。
其
霊
魂
ア
ル
尚
今
日
ノ
人
卜
異
ナ
ル
ナ
ジ
」
と
し
て、
崇
敬
す
べ
き
も
の
と
し
た。

し
か
し、
祖
先
の
崇
敬
の
手
段
と
な
る
と、
必
ず
し
も
神
道
式
の
祭
祀
を
行
な
う
必
要
は
な
い
と
い
う。

テ
人
行
ヲ
正
ジ
ク
知
識
ヲ
明
カ
ニ
ジ、
各
自
ノ
義
務
ヲ
全
フ
セ
ン
コ
ト
ヲ
欲
ス。
…
…
忠
孝
／
実、
一
―一
人
道
ヲ
履
践
ジ
人
／
人
ク
ル
行
ヲ

誤
ラ
ザ
ル
ニ
在
リ0
:
．

．

．

．

 

已
二
吾
ガ
義
務
ヲ
尽
サ
ズ、
而
ジ
テ
君
父――
忠
孝
ナ
ク
只
鈴
ヲ
鳴
ラ
ジ
手
ヲ
拍
チ、
我
＞
能
ク
祖
宗
二
事
フ
ト
云

命）

フ
ト
雖
モ、
祖
宗
堂
之
ヲ
享
ケ
ン
名、」
、
「
崇
敬
／
心
有
テ
軽
蔑
ノ
行
ナ
ク
ン
パ、
敬
神
二
於
テ
欠
ク
ル
所
ナ
ジ
」
。
こ
う
し
た
見
解
を
有

大
教
院
が
真
宗
の
見
解
に
反
論
し、
教
部
省
に
裁
決
を
委
ね
る
と、
七
年
七
月
十
九
日、
教
部
大
輔
宍
戸
毅
は
神
道
乃
仏
教
六
宗
管
長
と

真
宗
管
長
を
呼
び
出
し、
大
教
院
の
改
制
に
つ
い
て
協
誤
す
る
こ
と
を
指
示
し
た。
真
宗
は
こ
れ
に
応
え
て、
八
月一
日、
以
下
の
よ
う
な

島
地
黙
雷
の
治
教
論
（
新
田）

す
る
黙
雷
に
と
っ
て、
神
宮
大
麻
の
扱
い
は
厄
介
な
問
題
で
あ
っ
た。

「
君
父
ノ
意、
只
其
臣
子
ヲ
ジ

- 75 -

そ
れ
で
は、

道」
の
第一
義
は
善
政
を
施
す
こ
と
で
あ
り、

こ
れ
を
宜
布
す
る
こ
と
は
さ
し
て
重
要
な
意
味
を
も

天
皇
政
治
の
神
学
的
基
磯
を
追
求
し、

た

な這。
そ
れ
ど
こ
ろ
か、
「
維
神
ヲ
政
外――
求
メ
神
道
ヲ
宗
門
卜
誤
認
ス
ル
者」
は
「
本
邦
未
曽
有
ノ
私
見」
で
あ
り、

「
国
体
ノ
名
ヲ
仮
テ
帰
鞘
ヲ
謡」
い
る
こ
と
で
国
民
を
分
裂
さ

百
制
ヲ
滅
ジ
上
古
草
味
二
復
ス
ご
こ
と
を
望
ん
で
文
明
開
化
を
阻
害
し、

せ
て
「
他
日
皇
室
ノ
大
患
ヲ
酸
ス
」
も
の
で
あ
る
と
し
て、
徹
底
的
に
排
除
し
た。

て
天
皇
が
軽
い
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い。
む
し
ろ、
自
明

だ
が、
こ
の
こ
と
は
直
ち
に、
黙
雷
の
内
心
に
お
い

い
え
る。
「
国
体
維
持――
至
テ
ハ
固
ヨ
リ
鼎
面
ノ
関
ス

の
前
提
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
敢
え
て
根
拠
を
追
求
す
る
必
要
を
感
じ
な
か
っ
た
と
も

。
こ
れ
以
外
に
も
そ
れ
を
窺
わ
せ
る
言
葉
が
彼
の
書
い
た
も
の
の
中
に
は
散
見
さ

ル
所
万
世
ノ
鴻
制
也
上
下
誰
力
之
ヲ
愛
護
セ
サ
ラ
ン
ヤ」

れ
る。
「
夫
至
蒋
至
重
ハ
国
体
ノ
定

、、
誰
力
奉
載
拝
趨
セ
サ
ラ
ン。
之
ヲ
ロ
ニ
ス
ル
モ
猶
恐
レ
ア
旦
゜

無
窮
ノ
至
尊
ナ
ル
ハ、
万
国
之
ヲ
承
諾
ス
ル
所
ニ
ジ
テ、
誰
力
之
ヲ
然
ラ
ズ
ト＿K
へ
喧」
。
「
豊
統一
系
ハ
国
体
也。
何
ノ
宗
ノ
者
卜
云
ヘ

ド
モ、
皇
帝
陛
下
ヲ
異
系
ノ
帝
卜
云
フ
者
ア
ラ
ン
ヤ。
又
今
後
之
ヲ
改
ム
ペ
ジ
ト一本
フ
者、
誰
カ
ア
峠〗
゜

ン
ス
も
感
じ
ら
れ
な
い
で
は
な
い。
管
見
に
よ

し
か
し、
こ
れ
ら
の
言
葉
に
は
自
ら
の
主
張
を
弁
護
す
る
た
め
の
戦
術
と
い
っ
た
ニ
ュ
ア

い
る
と
思
わ
れ
る
の
は、
内
村
鑑
三
の
不
敬
事
件
を
批

れ
ば、
黙
雷
の
天
皇
に
関
す
る
記
述
の
中
で
最
も
端
的
に
自
ら
の
本
心
を
告
白
し
て
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判
し
た
文
章
で
あ
る。

リ」
と
の
理
由
か
ら

御
親
影
へ
の
拝
礼
を
拒
ん
だ
と
い
っ
て
い
る

内
村
は
「
霊
ナ
キ
紙
片
ヲ
拝
ス
ル
ハ
基
督
教
徒
ノ
禁
止
ス
ル
所
ナ

「
彼
＞
霊
ナ
キーー
托
ス
ト
雖
モ、
其
実
質一
図
書・
彫
刻
ノ
霊
ナ
キ
ガ
為――
ハ
非

が、
そ
れ
は
内
村
の
本
音
で
は
な
い、
と
黙
雷
は
い
う。

必
シ
モ
忠
孝
ノ
義
務
ア
ル
モ
ノ
ト
認
メ
ザ
ル
ヨ
リ、
亭
終
ニ

ズ
ジ
テ、
彼
等
ノ
眼
中
君
父
ヲ
見
ル
モ
唯
朋
友
中
ノ一
種
卜
視
ル
迄――
ジ
テ、

君
主
に
対
す
る
敬
愛
の
念
の
欠
如
が
原
因
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る。

些―
及
ベ
ル
者
ナ
リ。」
要
す
る
に、

黙
雷
は
「
惜」
と
い
う
観
点

「
画
像・
彫
刻
ヲ
敬
礼
ス
ル
ガ
如
キ
ハ、
畢
党
自
己
愛
敬
ノ
心
情
ヲ
表
象
ス
ル
ノ
儀
則
ニ
ジ
テ、
然
ク

．

．

．

．

．

．

 

我
曹
ハ
中
心
君
父
ヲ
愛
敬
ス
ル
ノ
情
ア
JV
者
ナ

偏
窟
ノ
理
論
ヲ
ナ
ス
ベ
キ
者一一
非
ズ。

リ。
其
写
影
二
対
JV
ヤ
愛
敬
ノ
念
涌
然
ト
ジ
テ

か
ら、
こ
れ
を
激
し
く
批
判
し
た。

発
ス
ル
者
ナ
リ。
之
ヲ
礼
敬
ス
JV
ノ
急
ナ
JV‘
亦
霊
ノ
有
無
ヲ
問
フ――
遍
ア
ラ
ザ
ル
ナ
リ。」

切
々
た
る
尊
王
の
「
情」
な
の
で
あ
っ
て
「
理
屈」
で
は
な
い
の
で
あ
る。

そ
し
て、
こ
の
「
憬」
に
関
し
て
敢
え
て
理
論
武
装
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
客
銭
情
勢
も
存
在
し
て
は
い
な
か
っ
た。
彼
の
属
し
て
い
た

(27)
 

真
宗
本
願
寺
派
は
真
俗一一
諦
の
教
義
を
保
持
し
て
忠
君
愛
国
の
路
線
を
明
確
に
し
て
い
た
し、
政
治
的
に
も
長
州
閥
と
の
繋
が
り
に
よ
っ
て
(29)
 
た。

命28)

明
治
政
府
に
対
し
て
大
き
な
影
響
力
を
有
し
て
い
た。
ま
た、
彼
が
訪
れ
た
西
欧
文
明
諸
国
に
お
い
て
も
未
だ
君
主
制
が一
般
的
で
あ
っ

つ
ま
り、

彼
の
天
畠
観
の
根
底
に
あ
る
の
は

「
諸
教
ヲ
廃
ジ

島
地
黙
雷
の
治
教
論
（
新
田）

「
本
邦
ノ
皇
統一
系、
万
世
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新
田）

島
地
黙
雷
の
治
教
論

命）

内
容
を
有
す
る
「
大
教
院
改
制
意
見
書」
を
大
教
院
に
提
示
し
た。
「
教
院
ヲ
改
メ
テ
議
院
ト
ジ、
説
教
所
ニ
テ
モ
学
問
処
ニ
テ
モ
ナ
ク、

素
ヨ
リ
何
事
ハ
宗
局
＝
於
イ
テ
ス、
只
評
議
所
ト
ジ
テ
神
社
ノ
体
ヲ
改
メ
平
屋
ト
ジ、
四
神
ハ
取
除
ケ
テ
院
外
神
道
局――
移
ス
ベ
ジ。
各
宗

局
ハ
院
外
遠
近
随
意
ノ
所――
設
ク
ベ
ジ。
説
教
ハ
各
宗
各
自
ノ
寺
院
二
於
テ
ス、
他
宗
他
教
ノ
人
ノ
交
説
ス
ル
ヲ
許
サ
羽。」

こ
の
案
に
神
官
た
ち
は
同
意
せ
ず、
分
離
を
承
諾
し
た
が、
教
部
大
輔
は
次
の
よ
う
な
妥
協
案
を
提
示
し
た。
「
真
宗
ノ
註
文一
々
尤
モ

ヘ
ジ。
然
ラ
パ一二
神
ハ
取
除
カ
セ、
院
体
ハ
蹄
院
ニ
テ

ナ
リ、
只
四
神
ノ
内
大
神
宮
丈
ハ
真
宗
ト
テ
モ
敬
神
ノ
表
ア
ル
上
ハ
敬
崇
ス
ル
ナ
沢

神
社一一
似
ク
ル
ハ
改
メ
ル
ト
モ、
セ
メ
テ
床
ノ
間
ニ
ナ
リ
ト
大
神
宮
丈
ハ
在
ス
ベ
ジ。
其
丈
折
合
ナ
レ
パ
他
ハ
我
ヨ
リ
説
得
ス
ベ
ジ。
夫
モ

不
折
合
卜
有
テ
ハ
真
宗
モ
敬
神
マ
デ
イ
ヤ
ト
云
事――
ナ
JV
ベ
ジ。
併
ジ
三
神
ヲ
除
ク
コ
ト
猶
神
官
不
折
合
ナ
ラ
パ、
彼
等
横
論
ナ
リ、
其
時

命
3
)

ハ
断
然
分
離
ス
ペ
ジ
」
。

こ
の
妥
協
案
は
黙
雷
の
目
に
「一
宗
分
離」
と
い
う
名
目
を
放
棄
し
て
「
神
七
宗
分
離」
の
実
を
取
る
も
の
と
映
っ
た。
し
た
が
っ
て、

ど
う
し
て
も
拒
否
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
性
質
の
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も、
こ
れ
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て一
年
以
上
に
亙

っ
て
不
屈
の
努
力
を
続
け
て
き
た
分
離
運
動
の
名
目
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
の
は
「
不
堪
残
念」

三
条
教
則
遵
守
（
祖
先
崇
敬）
を
標
榜
し
て
運
動
を
展
開
し
て
き
た
以
上
天
照
大
神
ま
で
否
定
し
た
の
で
は
「
条
理」
に
反
す
る。
こ
う
し
て

進
退
に
窮
し
た
黙
雷・
赤
松
連
城・
石
川
舜
台
は
決
定
を
真
宗
の
会
議
に
一
任
し
た。
こ
の
時
の
複
雑
な
心
境
を
彼
は
「
小
生一
任
セ
ジ
ハ

小
生
奨
ゾ
傍
観一
任
セ
ン
ヤ。
小
生
周
歳
ノ
苦
辛
固
リ
不

其
是
迄
行
懸
リ
ジ
条
理
難
奈
何
事
ア
JV――
依
テ
也。
別
条
理
不
立
亭
二
候
ヘ
バ、

快
極
卜
雖
モ、
条
理
ヲ
奈
何
セ
這」

真
宗
の
会
議
で
は
教
部
大
輔
の
妥
協
案
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た。
し
か
し、
神
官
た
ち
は
こ
の
案
に
同
意
せ
ず、
そ
こ
で
宍

戸
も
「
然
ラ
バ
真
宗
分
離
ハ
当
然
ナ
リ。
是
迄
真
宗
我
論
二
分
離
ヲ
募
ル
ト
思
ど一、
神
官
左
程
不
服
ヲ
臨
ニ
ス
ル
上
ハ
真
宗
ノ
不
従
尤
モ

至
桓
ナ
リ。」
と
い
う
に
至
り、
教
部
省
の
省
論
も一
変
し
て
「
初
テ
分
離
請
願
二
情
実
通
暢
セ
炉遵」
と
い
う
状
態
と
な
っ
た。

本
来
で
あ
れ
ば、
こ
の
時
点
で
大
教
院
分
離
運
動
は
終
決
す
る
は
ず
で
あ
っ
た。
と
こ
ろ
が、
九
月
十
八
日
に、
予
て
よ
り
大
教
院
分
離

に
反
対
し
て
い
た
興
正
寺
華
園
摂
信
が
西
本
願
寺
か
ら
の
別
派
独
立
を
教
部
省
に
申
請
し
た
こ
と
か
ら、
分
離
運
動
は
複
雑
化
し、
さ
ら
に

長
引
く
こ
と
に
な
っ
た。

(

41
)
 

こ
の
遅
延
し
た
大
教
院
分
離
運
動
が
大
詰
を
迎
え
た
八
年
三
月、
西
本
願
寺
は
黙
雷
が
起
草
し
た
「
宗
門
教
義
上――
相
戻
候
大
意」
を
大

谷
光
尊
名
で
三
条
太
政
大
臣
に
提
出
し、
先
の
教
部
大
輔
の
妥
協
案
を
受
け
入
れ
た
時
の
立
場
を
再
び
確
認
し
た。

「
皇
大
神
ハ
皇
室
ノ
御
宗
廟
二
付
何
宗
ヲ
問
ハ
ス
敬
崇
致
ジ
候
儀
ハ
本
邦
国
初
巳
来
ノ
定
制
ニ
テ
国
体
ノ
基
ツ
ク
処
現
今
皇
室
ヲ
尊
奉
致

ジ
候
上
ハ
其
宗
廟
ヲ
モ
敬
崇
致
候
儀――
テ
魂
神
賦
与
来
世
救
済
等
ノ
教
法
上
ノ
談
ニ
ハ
無
之
侯
間
真
宗
固
リ
之
ヲ
敬
崇
致
ジ
候
然
ル
ニ
造
化

三
神
ノ

雙
近
来一
稲
ノ
神
道
者
流
古
事
記
二
衣
テ
殊
二
之
ヲ
尊
奉
致
ジ
其
家
説
ノ
教
本
卜
致
ジ
候
鍛
ニ
テ
右
ハ
必
ジ
モ
御
国
体
二
関
係
無

之
自
ラ
宗
教
ノ
位
地
二
当
リ
候
得
ハ
一
人一ー
テ
ニ
宗
ヲ
兼
候
条
理
ハ
毛
頭
無
之
殊
二
其
説
仏
教
所
説
ノ
理
ト
ハ
反
対
仕
候
得
ハ
荀
モ
仏
祖
ノ

教
ヲ
奉
ジ
侯
者
ハ
之
ヲ`
王
翌＇
ハ
仕
リ
難
ク
之
ヲ
主
尊
卜
致
ジ
侯
ヘ
ハ
仏
祖
ノ
教
ハ
奉
セ
サ
ル
者
ニ
テ
到
底
安
立
ヲ
両
様一一
致
ジ
候
事
ハ
宗

門
ノ
本
分
二
無
之
寧――
候
然
ル
ニ
教
院
ノ
制
右
ノ
三
神
ヲ`
主
神
ト
ジ
本
教
固
守
ノ
養
約
迄
モ
致
サ
セ
候――
付
テ
ハ
宗
教
確
信
仕
候
者
ハ
是
非

ト
モ
分
離
セ
サ
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
所
以――
有
之
云
々
」
。

(

42
)
 

こ
の
文
書
で
童
要
な
の
は
「
現
今
皇
室
ヲ
尊
奉
致
ジ
侯
上
ハ
其
宗
廟
ヲ
モ
敬
崇
致
侯
儀
ニ
テ」
の
部
分
で
あ
る。
こ
こ
に
は
黙
雷
の
天
皇

銭
が
明
瞭
に
現
わ
れ
て
い
る。
つ
ま
り、
飽
く
迄
も、
皇
室
を
尊
崇
す
る
が
故
に
そ
の
祖
先
た
る
天
照
大
神
を
崇
敬
す
る
の
で
あ
っ
て、
祖

先
が
神
で
あ
る
が
故
に
皇
室
を
尊
崇
す
る
と
い
う
の
で
は
な
い
の
で
あ
敲。
そ
し
て、
三
条
ら
政
府
中
枢
は
こ
の
見
解
を
承
詔
し
て、
大
教

院
の
解
体
に
踏
み
切
っ
た。

「
治
教
論」
は
明
治
七
年
の
状
況
に
あ
わ
せ
て
「
真
俗
二
諦
論」
を
換
骨
奪
胎
し
た
も
の
で
あ

さ
て、
以
上
の
よ
う
な
「
治
教
論」
と
真
宗
の
教
義
で
あ
る
「
真
俗
二
諦
論」
と
の
間
に
は、
明
ら
か
に、
治
教
ー
俗
諦、
宗
教
ー
哀
諦

の
対
応
が
認
め
ら
れ
が、°
言
い
換
え
れ
ば、

る。
そ
の
際、
彼
は
巧
み
に一一一
年一
月
の
「
大
教
宣
布
詔」
中
の
言
葉

ー
「
治
教」

ー
を
借
用
し、
自
論
の
正
当
性
の
拠
り
所
と
し
た

(

45
)
 

の
で
あ
る島

地
黙
雷
の
治
教
論
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(
5)
 

（
新
田）

こ
の
時、

彼
は
真
宗
に
対
す
る
満
々
た
る
自
信
に
溢
れ
て
い
た。

本
稿
に
お
い
て
は、

専
ら
島
地
黙
雷
の
「
治
教
論」
の
見
取
り
図
を
作
る
こ
と
を
試
み
た。

そ
の
た
め、

「
治
教
論」
の
政
治
的
影
署
に

は
ほ
と
ん
ど
言
及
し
な
か
っ
た。

ま
た、

思
想
的
影
響
や
位
置
に
も
考
察
を
加
え
な
か
っ
た。

大
教
院
分
離
運
動
に
つ
い
て
も
必
要
な
限
り

「
文
明
ノ
治
教」
は
政
府
の
採
用
す
る
と
こ
ろ
と
は
な

ら
な
か
っ
た。

黙
雷
と
同
じ
く
神
道
非
宗
教
論
を
唱
え
た
大
内
青
密
も
祭
祀
に
つ
い
て
は
や
や
態
度
が
異
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
55

同
じ
真

宗
の
僧
侶
で
あ
っ
て
も
造
化
神
を
認
め
る
者
も
い
た。

明
治
七
年
後
半
に
な
る
と
大
教
院
分
離
運
動
の
主
要
な
課
題
は、

華
園
擬
信
に
よ
る

別
派
独
立
要
求
や
教
導
職
制
の
変
容
な
ど
に
よ
っ
て、

教
団
自
治
権
に
移
行
し
て
い
く。

以
上
の
よ
う
な
問
題
に
検
討
を
加
え、

「
治
教
論」
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

で
言
及
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て、

残
さ
れ
た
課
題
も
多
い
。

「
固
有
ノ
治
教
」
は
政
府
主
脳
の
承
認
を
得
て
真
宗
の
基
本
路
線
と
な
っ
た
が、

羽
賀
祥
二
「
神
道
国
教
制
の
研
究
ー
ー
縦
教
使
と
天
皇
教
権
|
ー」
(
『
日
本
史
研
究』
2
6
4)。
阪
本
是
丸
「
日
本
型
政
教
関
係
の
形
成
過
程’l

（
井
上
順
孝
・
阪
本
姥
丸
網
『
日
本
型
政
教
関
係
の
誕
生』
、
昭
和
六
二
年、
第一
書
房）
。
菟
津
珍
彦
著・
阪
本
是
丸
註
『
国
家
神
道
と
は
何
だ
っ

（
昭
和
六
二
年、
神
社
新
報
社）
等
参
照。

明
治
七
年
五
月
二
四
日
左
院
に
提
出。
国
立
公
文
書
館
蔵
「
建
白
書
明
治
七
年
甲
戌
韮
競
四」
（
色
川
大
吉
・
我
部
政
男
監
修、

『
明
治
建
白
書
集
成』
第
三
巻、
一
九
八
六
年、
筑
摩
書
房、
所
収）
。

(
3)

明
治
七
年
九
月
『
報
四
叢
談』
二
号
付
録
と
し
て
刊
行。
二
葉
憲
香•
福
嗚
寃
隆
綱
『
島
地
黙
雷
全
集』
第一
巻
（
昭
和
四
八
年、
本
願
寺
出
版
協

会）
所
収。

明
治
八
年
二
月
『
報
四
叢
談』
八
号
付
録
と
し
て
刊
行。

ち
な
み
に、
黙
雷
の
執
第
態
度
は
「
三
条
弁
疑」
と
「
十
七
論
題
修
斉
通
書」
と
で
は
相
当
に
異
な
っ
て
い
る。

彼
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に、
三
条
教
則
に
は
自
ら
が
信
仰
し
て
い
る
宗
教
と
矛
盾
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
を
持
つ
宗
徒
た
ち

の
た
め
に、
そ
の
疑
問
を
解
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る。
し
た
が
っ
て、
一
1一
条
教
則
を
稼
極
的
に
宣
布
す
る
こ
と
を
狙
っ
た
も
の

で
は
な
い。
こ
れ
に
対
し
て
「
十
七
論
題
修
斉
通
書」
は、
こ
れ
を
宣
布
し
よ
う
と
す
る
熱
意
に
溢
れ
た
大
部
の
論
稲
で
あ
る。
ま
た、
十一
兼
題
に

つ
い
て
は
「
神
道
者
ノ
択
プ
所、
仏
者
二
関
セ
ザ
ル
者
間
々
存
リ。
是
独
リ
真
宗
二
障
リ
ア
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ、
六
宗
ニ
モ
亦
障
リ
ト
ナ
＞
リ。
故
二
教

職
検
査
ノ
制、

始
＞
ヲ
被
ラ
ジ
メ
ザ
Jv
ヲ
則
ト
ス
」
（
「
瑞
穂
迫
舎
守
国
君
ノ
真
宗
論
ヲ
駁
ス
」
『
同
右
書』
所
収）
、

「
神
道
者
流
講
究
ノ
論
題
二

ジ
テ、

仏
者
ノ
曽
テ
関
係
ナ
キ
所
ナ
リ。
之
ヲ
説
カ
ザ
ル
ハ
真
二
仏
者
ノ
教
職
ク
ル
所
以
ナ
リ」
（
「
広
島
県
下
某
氏
ノ
問
二
答
七
条」

所
収）
と
し
て
一
顧
だ
に
し
て
い
な
い。
こ
の
よ
う
な
姿
勢
の
相
違
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
と
こ
ろ
か
ら
原
因
が
明
か
と
な
ろ
う。

――一
条
教
則

敬
神
愛
国
ノ3日
ヲ
体
ス
ヘ
キ
事

天
理
人
道
ヲ
明
ニ
ス
ヘ
キ
事

皇
上
ヲ
奉
戴
ジ
朝
旨
ヲ
遵
守
ス
ヘ
キ
事

『
同
右
書』
所
収。

牧
原
憲
夫
綱
集

「-1一
条
弁
疑」
は、
そ
の
冒
頭
で

『
同
右
書』

人
異
禽
獣、
不
可
不
学、
不
可
不
教、
権
利
義
務、
文
明
開
化、
万
国
交
際、
皇
政一
新、

政
体
各
種、
皇
国
国
体、
道
不
可
変、

制
可
随
時、

法

律
沿
革、
国
法
民
法、
租
税
賦
役、
富
国
強
兵、
産
物
製
物、

役
心
役
形

十一
兼
題

神
徳
皇
恩、
人
魂
不
死、
天
神
造
化、
顕
幽
分
界、
愛
国、
神
祭、

鎖
魂、
君
臣、
父
子、

夫
婦、

大
祓

テ
吾
大
谷
真
宗
ノ
特
別
不
共
ノ
妙
宗
ナ
ル
ヲ
知
Jv-
H
」々
「
上
書

島
地
黙
雷
の
治
教
論

十
七
兼
題

「
滞
欧
間、
宇
内
数
十
ノ
諸
教
ヲ
検
尋
シ、
利
害
得
失
ヲ
斗
較
ス
ル一一
方
テ、
初

分
離
ニ
ッ
キ」

(

4
)
 

(
2)
 た

の
か』

(

1
)
 島

地
黙
雷
の
治
教
論

む

す

び

に

（
新
田）

（
『
同
右
書』
所
収）
。

-79 - - 78 -



(

14
)
 

(

13
)
 

(

11
)
 

（
新
田）

こ
の
建
白
に
お
い
て
は、

て
い
た。
そ
れ
は、

先
に
も
引
用
し
た
よ
う
に、

真
宗

彼
は
既
に
滞
欧
中
か
ら、

布
教
に
当
っ
て
政
府
の
援
助
を
受
け
る
必
然
性
を
感
じ
な
く
な
っ

一
致
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
見
解
に
襄
打
ち
さ
れ
て
い
た。

に
対
す
る
満
々
た
る
自
信
か
ら
き
て
い
る。
こ
の
自
侶
は、
真
宗
の
教
義
こ
そ
近
代
科
学
と

「
万
法
唯
心
ノ
理
ハ
欧
州
究
理
ノ
学
者
皆
取
ル
所
ニ
テ、

思
想
ノ
自
由
・
議
論
ノ
自
由
出
来
候
ヘ
ハ、

必

今
迄
公
教
法
ノ
□
ナ
ル
故
云
コ
ト
能
ハ
ス。

ク
ヲ
立
可
申
候。

其
他
ノ
事
ヲ
云
ヘ
ハ
実
理
二
合
ハ
ヌ
故、

皆
マ
ケ
ト
成
リ
申
候。

決
シ
テ
仏

ス
功
ヲ
造
化
ノ
神
二
取
ラ
ス、

万
物
因
果、

心
二
元
付

食
ハ
ス
候。
何
事
モ
此ー一
目
途
ヲ
取
リ
候
ヘ
ハ、

恐
Jv

祠
セ
サ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ、

之
ヲ
□
負
ジ
テ
取
JV――

、
コ
ト
少
ジ
モ
無
之、

決
ジ
テ
官一ー
モ

雙
不
倦
御
化
等
可
被
成
候。
」
前
掲
「
建
言

コ
ヒ
ス、
一
途一
杖一
蓋―ー
テ
御
門
徒
ノ
手
ヲ
把
テ、

張
し
た
背
景
に
は
以
上
の
よ
う
な
確
信
が
あ
っ
た
の
で
あ
る。

い
う
図
式
で
捉
え
る
の
は
単
純
に
す
ぎ
る。
彼
は
洋
行
以
前
も、

洋
行
中

と
こ
る
で、
こ
こ
で
の
彼
の
動
き
を
政
教一
致
論
か
ら
政
教
分
離
論
へ
と

こ
れ
は
彼
の
書
い
た
も
の
を
少
し
注
意
し
て
読
め
ば
一
目
瞭
然
の
こ
と
で
あ
る。
一
例

も、

帰
国
後
も
終
始一
貫
し
て
「
政
教
相
衣」
論
者
で
あ
る。

「
抑
モ

国
家
ノ
教
法ー一
於
ケ
ル、

両
輪
双
粟
ナ
ル
ヘ
キ
ハ
天
下
ノ
通
論

を
挙
げ
れ
ば、

明
治
四
三
年
（
死
の
前
年）
に
法
主
に
宛
て
た
上
書
の
中
で

（
「
上
書

法
主
浣
下
へ
」
『
島
地

ハ
嬰
下
ノ
実
際
親
察
ジ
玉
ヘ
ル
所、

亦
喋
々
ヲ
要
セ
ス。
」

ニ
テ、

他
ノ
文
明
諸
国一一
徴
ス
ル
モ
燎
然
ク
ル
コ
ト

た
の
は
「
政
教
相
衣」
の
在
り
方
に
対
す
る
見
解
で
あ

し
た
が
っ
て、

明
治
六
年
の
時
点
で
変
化
し

黙
雷
全
集』
第一
巻、

所
収）
と
述
ぺ
て
い
る。

宗
教
ノ
人
心
ヲ
支
配
ス
ル、

羹
ソ
宗
教
ノ
法
則
ナ
キ

る。

彼
は
「
凡
ソ
物
各
区
別
ア
リ。

政
治ーー
ハ
政
治
ノ
方
ア
リ、

軍
隊ーー
ハ
軍
隊
ノ
制
ア
リ。

法

喜
下
へ
」
）
と
の
見
解
に
立
っ
て、

政
教

ヲ
得
ン
ヤ。
若
ジ
是
ヲ
混
滑
雑
揉
セ
ハ、

百
科
ノ
学
術
ハ
何――
衣
テ
分
立
セ
ン。
」

前
掲
「
上
書

「
伺
書

官
員
投
害
ニ
ッ
キ

所
収）

参
照。

分
離
ニ
ッ
キ」
参
照。

官
員
投
函
ニ
ッ
キ

（
前
掲
「
上
魯

教
部
省
ノ
不
体
裁
ニ
ッ
キ」
（
『
島
地
黙
雷
全
集』
第一
巻、

(

12
)
 

爵
家
文
書』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
建
白
に、

国
立
同
会
図
害
館
憲
政
史
料
室
蔵
『
伊
藤
公
爵
家
文
書』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
建
白
に
よ
っ
て
一
校
を
加

藤
井
貞
文
「
島
地
黙
雷
の
政
教
分
離
論」
（『
国
学
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要』
第
三
十
六
輯）

所
収
（
藤
井
氏
が、

早
稲
田
大
学
蔵
『
大
隈
侯

教
分
離
論」
一
王ハ
頁）
。

『
島
地
黙
宙
全
集』
第一

え
た
も
の）
。
な
お、
こ
れ
と
ほ
ぽ
同
じ
写
本
（
旧
重
松
家
所
蔵
本）
が
『
島
地
黙
雷
全
集』
別
冊
に
収
め
ら
れ
て
い
る。

巻
所
収
の
写
本
は
こ
れ
ら
の
も
の
と
は
相
当
に
異
な
っ
て
お
り、

藤
井
氏
は
こ
れ
を
前
者
の
草
案
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
（
「
島
地
黙
雷
の
政

こ
こ
か
ら、

大
教
院
・
中
教
院
の
四
神
奉
祀
を
義
務
づ
け
た
大
教
院
規
則・
中
教
院
規
則
の
制
定
（
六
年
十
月
二
七
日）
が、

黙
帽
に
行
動
を
起
こ

「
近
来
諸

さ
せ
る
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る。
こ
の
規
則
は
ま
っ
た
＜
僧
侶
の
承
諾
な
し
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い。

県
下
二
皆
中
教
院
ヲ
置
カ
ジ
メ
ン
ト
ス。

其
規
則
亦
大
教
院
二
同
ジ。

右
ハ
諸
宗
僧
侶
ニ
ハ
曽
テ
此
ヲ
議
セ
ズ、

専
ラ
省
員
卜
祀
官
ト
ノ
手一ー
テ
韻
制

上
木
致
候
由、

祀
官
僧
侶
協
同
出
仕
ス
ル
ノ
中
教
院
ナ
ル
ト
キ
ハ、

其
温
則
モ
祀
官
僧
侶
合
議
ジ
テ
之
ヲ
緬
成
ス
ペ
ジ。
然
ル
ニ
右
専
招
二
上
木
配
布

ス
ル
ハ、

其
規
則
僧
侶
ノ
必
ズ
承
諾
セ
ザ
ル
ノ
件
ア
ル
ヲ
以
テ
也。

到
底
分
離
別
立
ス
ベ
キ
者
夕
＞
パ
云
。々」
「
神
仏
混
滑
ノ
不
体
裁
ヲ
論
ズ」
（『
島

地
黙
雷
全
集』
第一
巻、

所
収）
。

な
お、

黙
雷
が
行
動
を
起
こ
し
た
要
因
と
し
て
は、
こ
の
他
既
に
述
ぺ
た
よ
う
に、

大
教
院
の
現
状
が
教
部
省
の
意
図
に
掛
か
る
も
の
で
あ
る
と
確

信
し
た
こ
と。
ま
た、

征
諒
論
に
よ
る
西
郷
の
下
野
に
よ
っ
て、

政
府
中
枢
の
勢
力
地
図
が
真
宗
に
有
利
な
も
の
と
な
っ
た
こ
と
等
が
考
え
ら
れ
る。

こ
こ
に
お
い
て、
一
1一
条
教
則
に
対
す
る
黙
雷
の
態
度
は、
「
三
条
教
則
批
判
建
白」
執
筆
当
時
と
は
若
干
異
な
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る。
「＝一
条
教

則
批
判
建
白」
に
お
い
て
は、

該
教
則
を
以
て
政
府
が
新
た
に
宗
教
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
と
し
て
襄
っ
向
か
ら
批
判
し
て
い
た。

し
か
し、

「
若
三
章
ヲ
教
肱
卜
藍
認
ジ、

各
宗
ノ
区
説
ヲ
―
ニ
セ
ン
ト
セ
ハ、

足
宗
教
ヲ
廃
滅
ス
JV
者一ー
ジ
テ
云
々
」
と
し、

各
宗
教

島
地
黙
雷
の
治
教
論

-

」

「
伺
書

相
衣
を
制
度
上
の
も
の
か
ら
事
実
上
の
も
の
へ
と
切
り
替
え
た。

1

1

」
「
上
聞

(

10
)
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仏
教
ノ
衰
頗」
。
黙
雷
が
布
教
の
自
由
を
主

(

9
)
 

待
ス。」
前
掲
「
上
書

分
離
ニ
ッ
キ」
。

彼
立
ノ
則
ハ
我
ハ

齊。
我
立
ツ
時
ハ
彼
レ
塞
ル。

決
シ
テ
同
処――
並
立
ス
ヘ
キ
者一一
非
＞
ハ、

其
分
離
ス
ヘ
キ
云
ヲ

世
因
果
ヲ
以
テ
教
本
ト
ス。

(

8
)
 

彼
ハ
造
作
神
ヲ
以
テ
所
尊
ト
シ、

我
ハ

「
抑
神
仏
二
宗
ノ
相
容
レ
サ
ル
素
ヨ
リ
其
説
氷
炭
ヲ
ナ
セ
ハ、

之
卜
共
ニ
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
云
フ
ヲ
待
ク
ス。

学
ニ
シ
テ
一
日
之
ヲ
存
ス
ト
云
ヘ
ト
モ、

近
日
必
ス
脆
省
ス
ヘ
ジ。
」
「
建
言

仏
教
ノ
衰
頗」
（
『
島
地
黙
霜
全
梨』
第一
巻、

所
収）
。

(

7
)
 

晨
為
l―
ジ
テ
政
府
ノ
左
右
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
者
也。

邦
人
無

「
欧
州
尤
ヨ
リ
今
ノ
教
部
省一ー
似
ク
ル
者
ナ
シ。

教
法
ハ
皆
倍
家
ノ
手
二
託
ス。

(

6
)
 

詳
し
く
は、

拙
著
「
島
地
黙
霜
の
政
教
関
係
論
ー
維
新
直
後
か
ら
明
治
六
年
前
半
ま
で
—」

島
地
黙
笛
の
治
教
論

（
新
田）

（
『
早
稲
用
政
治
公
法
研
究』
第
二
十
五
号）

参
照。
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、
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島
地
黙
雷
の
治
教
論

(
35)
 

「
同
右」
。

「
教
法
ノ
源」

註
(
8)
参
照。

（
新
田）

(
30)

前
掲
「
三
条
教
則
批
判
建
白
書」
。

広
如
宗
主
の
御
遮
訓
御
書
（
『
本
願
寺
史』
第一二
巻、
二
五
頁
以
下）
、
黙
宙
の
起
草
し
た
「
真
宗
教
導
大
意」

「
只
国
俗

(
34)
 

(
33)
 

(
32)
 

(
31)
 

(
28)
 

（
『
島
地
黙
宙
全
集』
第一
巻、

- 83 -

所
収）
参
照。

(
27)
 

(
26)

 こ
の
唯一
の
例
外
が
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
る
と
思
わ
れ
る。

(
25)

 「
不
敬
事
件
ヲ
論
ズ」
（
『
同
右
●』』
所
収）
。

(
24)
 
「
涵
詠
楼
主・
戒
嗚
杯
北
氏
ノ
宗
旨
論
ヲ
駁
ス」
（
『
同
右
書』
所
収）
。

(
23)
 
「
教
則
及
ピ
合
寺
ヲ
論
ズ」
（
『
同
右
捐』
所
収）
。

(
22)

 「
1
1一
条
教
則
批
判
建
白
書」
（
『
島
地
黙
雷
全
集』
第一
巻、
所
収）
。

(
21)
 

(
20)
 
前
掲
「
三
条
弁
疑」
。

(
19)
 

―
二
頁
参
照）
。

(
17)
 

(
18)
 

(
16)
 

9
,
�
，
9
4
 

島
地
黙
雷
の
治
教
論

は
「
仮
令
其
説
相
反
対
ス
JV
モ、
扶
政
正
俗
ノ
用
ヲ
播
シ‘
-f
薔
ス
旨
扇
i
屋{
k
い
ハ
可
ナ
ラ
ン
」

各
宗
教
が
自
ら
の
教
義
を
布
教
す
る
際
に
抵
鰊
し
て
は
な
ら
な
い
規
則
に

四
条
教
則
は
積
極
的
に
布
教
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
教
義
な
の
で
は
な
く、

れ
に
実
質
的
な
拘
束
力
を
付
与
し
て
い
る
制

て、
彼
の
戦
線
の
主
正
面
は一
片
の
法
律
（
三
条
教
則）
か
ら
こ

す
ぎ
な
い
と
し
た
の
で
あ
る。
こ
う
し

度
（
教
部
省・
大
教
院）
へ
と
移
っ
た。

ち
な
み
に、

い
る
箇
所
を
抜
き
出
せ
ば
以
下
の
よ
う
で
あ
る。

三
条
教
則
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
解
釈
が
述
ぺ
ら
れ
て

テ、
政
府
固
ヨ
リ
教
法
ヲ
作
ル
者一一
非
ザ
ど、‘

二、
此
ノ
条
憲
二
障
ラ
ヌ
様
ニ
ト
政
府
ヨ
リ
ノ
注
意
ニ
シ

ノ

教
ト一
本
ハ
神
仏
各
宗
ノ
教
義
ノ
外
ナ
ジ。」

「
分
離
得
失
論
ヲ
駁
ス
」
、
「
区
々
ノ
教
ア
リ
ト
云
ヘ

ノ
ミ。
然＿フ
パ
憲
則
ヲ
奉
ス
ル
ハ
同
ジ
ト
云
へ

ト
モ、
一
1一
条
ノ
憲
則
二
戻
ラ
サ
ラ
ン
ヲ
要
ス
ル

「
分
離
ノ
原
因
ヲ
難
ス
ル
ノ
条」
、
「
夫
レ
教
則
三
条
ノ
如
キ
ハ、
即
チ

ト
モ、

翡
ク
所
ノ
教――
至
テ
ハ、
神
仏
各
宗
差
別
ス
Jvrー
ト
勿
論
也。
」

シ
ム
ル
ノ
用
意
ナ
ル
者
ノ
ミ。
」
「
神
仏
関
係
論」

規
則
ニ
ジ
テ
教――
非
レ
バ、
説
教
ノ
徒
此
二
相
戻
ラ
ザ
ラ

1

0
月）
参
照。

「
明
治
初
期
の
建
白
制
度
と
政
教
事
情」

明
治
の
建
白
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
は、
阪
本
是
丸

前
掲
「
三
条
弁
疑」

あ
る
と
い
わ
れ
る
（
『
島
地
黙
雷
全
集』
別
冊、

大
谷
光
尊
名
で
提
出
さ
れ
た
が、
島
地
黙
雷
の
手
に
な
る
も
の
で

て
い
る。
以
下、
こ
こ
か
ら

と

鷹
二
通
（
「
教
部
失
体
管
見」
「
教
部
改
正
愚
策」
）
か
ら
な
っ

こ
の
建
白
は、
本
文
（
「
教
部
改
正
建
議」
）

の
引
用
に
つ
い
て
は
註
を
付
さ
な
い。

「
人
間
世
上
ノ
事
二
於
テ
ハ
固
有
ノ
治
教
（
所
謂
転
輪
胆
王
ノ
法
制）
二
従
順
シ
テ一
本
々
」
。

「
万
法
唯
心」
の
教
義
と
深
く
関
連
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る。
ち
な
み
に、
天

こ
の
姿
勢
は、
造
化
の
原
因
を
問
わ
ず
既
存
の
理
を
追
求
す
る

（
「
文
明
ノ
治
教」
は
そ
の
一
部）
。
「
此
＞
力
基
ヲ
固
フ
ス
ル
ハ
最
モ

皇
教
治
（
国
体）
維
持
の
役
割
も
政
治
が
担
う
ぺ
き
も
の
と
さ
れ
た

ノ
担
任
二
在
テ
要
朝
政
公
明
ニ
ジ
テ
億
兆
線
々
其
処
ヲ
得
ル
ニ
在
リ」

廟
堂

雑
津
『
前
掲
書』
二
八
頁
以
下
参
照。

(
29)

黙
雷
は
各
国
の
政
体
を
比
較
し
て、

「
合
衆
共
和」
と
「
君
民
共
治」
を
最
善
と
し、
こ
の
い
づ
れ
を
採
用
す
る
か
は
「
其
建
国
ノ
本一一
追
ハ
ズ、

人
民
ノ
習
俗
二
応
ズ
ル
ヲ
美
ト
ス」
と
し
た。
そ
し
て、
こ
れ
に
反
し
た
フ
ラ
ン
ス、
イ
ク
リ
ア
の
混
乱
を
指
摘
し
て
い
る。
た
だ
し、
政
体
と
国
体

と
は
別
の
範
隊
の
も
の
と
し
て
い
る
（
前
掲
「
十
七
論
題
修
斉
通
雷」
参
照）
。

（
『
島
地
黙
雷
全
集』
第一
巻、
所
収）
。

前
掲
「
三
条
弁
疑」
。
こ
の
中
で
は、
造
化一
1一
神
も
祖
先
神
に
含
め
ら
れ
て
い
る。

前
掲
「
広
島
県
下
某
氏
ノ
問
二
答
七
条」
。
ま
た、
「
神
道
宗
門」
と
し
て
の
儀
式
は
ま
っ
た
＜
参
列
す
る
必
要
の
な
い
も
の
と
す
る。

二
順
ジ
テ
創
業
ノ
功
掠
ヲ
追
敬
ス
ル
ノ
ミ。
決
ジ
テ
神
道
者
流
ノ
宗
骸
宗
式
二
従
フ
ベ
キ
所
以
ナ
ジ'-

と
こ
ろ
で、
羽
賀
祥
二
氏
は
「『
治
教』
と
は
鎮
祭
の
詔
の
い
う
祭
祀
を
通
じ
て、
『
孝
敬』
を
示
す
こ
と、
あ
る
い
は
『
全
国
民
を
統
御
す
る
道』

(
15)
 
国
立
公
文
書
館
蔵
『
公
文
録』
2
A
1
9
1
公
1
4
5
20

一
巻、
所
収）

（
『
明
治
建
白
書
集
成
第
3
巻
月
報』
一
九
八
六
年

（
い
ず
れ
も、
『
島
地
黙
雷
全
集』
第

（
新
田）

「-―一
条
ハ
只
宗
教
ヲ
説
ク

（
傍
点
引
用
者）
と
述
べ
て
い
る。
つ
ま
り、

- 82 -



(

47
)
 

（
新
田）

（
『
明
治
仏
教
思
想
集
成』
第
三
巻 、
所
収）
参
照 。

(

46
)
 

第一
巻 、

ヽ道 、
敢
テ
他
二
求
メ
ス
云
」々

(

45
)
 

(

44
)
 

下
某
氏
ノ
問
＝
答
七
条」
）
と
述
べ
て
い
る 。

「
神
仏
関
係
論」 。
ち
な
み
に 、
神
宮
大
席
の
崇
拝
に
つ
い
て
は

(

43
)
 

(

42
)
 島

地
黙
雷
の
治
教
論

と
し
て
の
神
道
儀
礼
を
意
味
す
る
と 、
島
地
は
把
え
た
と
い
え
よ
う 。
」

て
い
る 。
し
か
し 、

す
で
に
香
い
た
と
こ
ろ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に 、
祭
祀
を
通
じ
て
の
「
孝
敬」
も
神
道
儀
礼
も 、
彼
の
治
教
論
に
お
い
て
は
消
極

的
乃
至
は
否
定
的
な
も
の
で
し
か
な
か
っ
た 。

ま
た 、

羽
賀
氏
は
同
じ

箇
所
で
「
島
地
は
『
皇
室
ヲ
重
ン
ズ
ル
者
ハ 、
皇
室
ノ
基
ク
所 、
即
チ
祖
先
ノ
神
ヲ
敬
ス
ベ
ジ
』
と
述
べ
た」
と
し
て
い

る 。
し
か
し、
「
I

I一
条
弁
疑」
に
あ
る
こ
の
言
葉
は
（
『
島
地
黙
祖
全
集』
第一
巻 ‘
-――
七
七
頁）

、
I

I一
条
教
則
に
含
ま
れ
て
い
る
教
部
省
の
意
図
を

推
測
し
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る 。

と
思
わ
れ
る。

こ
の
言
葉
の
前
後
を
補
っ
て
引
用
す
る
と
「
当
今
官
ヨ
リ
敬
神
愛
国
等
卜

掲
出
セ
ジ
者
ハ 、

；．．．
 此
制
ヲ
設
ク
ル．

意 、

実
二
皇
統
無
窮
ノ
国
体
ヲ
維
持
セ
ン
ガ
為
ナ
リ 。

今
ノ
皇
室
ヲ
重
ン
ズ
ル
者
ハ 、
皇
室
ノ
華
ク
所 、
即
チ
祖
先
ノ
神
ヲ
敬
ス
ペ
シ
ト
ス
ル 、
亦
必

ズ
ジ
モ
理
ナ
キ
ニ
非
ズ 。
」
と
な
っ
て
い
る 。
し
た
が
っ
て 、
こ
の
箇
所
を
黙
雷
自
身
の
考
え
を
述
べ
た
言
葉
と
し
て
引
用
す
る
の
は
適
切
で
は
な
い

（
『
島
地
黙
雷
全
集』
第一
巻 、
所
収）
五
三
八
頁 。

「
書
簡
九
（
阿
漉
得
聞
宛）
」

「
同
右
書
簡」

。

（
『
島
池
黙
雷
全
集』
第
五
巻 、
所
収）

「
同
右
書
簡」

。
こ
こ
の
部
分
は 、
大
教
院
分
離
運
動
が
進
行
す
る
過
程
で 、
教
部
省
も 、
各
宗
に
共
通
す
る
敬
神
の
内
実
を
天
照
大
神一
神
に
絞

る
こ
と
に
同
意
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る 。

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
史
料
室
蔵
『
三
条
実
美
文
書』
に
二
つ
収
め
ら
れ
て
い
る 。
ま
た 、
同
文
書
に
は 、
こ
れ
ら
と
は
若
干
内
容
の
異
な
る
「
宗

「
宗
門
教
義
上
相
戻
候
大
意」
に
は
こ
の
部
分
が
な
い。

こ
の
こ
と
は
次
の
言
葉
か
ら
も
明
瞭
で
あ
る 。

（
前
掲
「
神
道
国
教
制

1
宣
教
使
と
天
皇
教
権
ー
ー」

―
――一
頁）
と
述
ペ

一
九
八
頁。

「
皇
帝
ノ
如
キ 、
仮
令
其
ノ
遠
祖
神
二
非
ル
モ 、
開
国
以
来
帝
統一
系
ナ
ル
ニ
於
テ
ハ 、
誰
力
敢
テ

之
ヲ
疑
ハ
ン 。

爾フ
パ
鼎
面
ノ
動
ク
ベ
カ
ラ
ザ
JV 、

実――
万
世
不
動
ノ
確
位
也。」

後
に
「
大
庶
ハ
年
々
春
初
二
配
布
ス
ル
者
ク
＞
パ 、
神
体
二
非
ル
コ
ト

分
明
ナ
リ
（
若
神
体
ナ
ラ
バ
如
何
ゾ
年
々
新
二
之
ヲ
配
布
セ
ン）
」

こ
の
意
味
で 、
明
治
二
年
九
月
の
「
真
宗
教
導
大
意」
の
中
で
黙
雷
が
展
開
し
た
「
真
俗
二
諦
論」
は 、

見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る。

「
彼
ノ
寃
教
使
ヲ
設
ケ
玉
ヘ
ル
棄
詔
二 、

治
教
上
二
明――
ジ
テ 、
風
俗
下
二
美
也 、
卜

云
ヘ
ル
ハ 、

決
ジ
テ
宗
教
ノ
事
二
非
ル
ヘ
ジ 。
然
ル
ニ 、
神

「
教
溝
職
ノ
治
教
宗
教
混
同
改
正
ニ
ッ
キ」

道
者
流
之
ヲ
曲
解
ジ
自
家
ノ
説
ヲ
主
張
ジ
テ
他
説
ヲ
圧
服
セ
ン
ト
ス 。
此
＞
宗
教
治
教
ノ
別
二
暗
キ
カ
致
ス
処――
ジ
テ 、
今
臣
下
力
治
教
卜

云
フ
所
以

の
者
ハ 、
全
ク
彼
ノ
型
詔
ノ
意
ヲ
奉
ス
ル
者
也 。
」

羽
賀
祥
二
氏
は
大
教
宣
布
お
よ
び
鎮
祭
の
詔
の
位
骰
付
け
に
つ
い
て
論
じ
た
際
に 、

い
う
表
現
と
関
連
さ
せ
て 、
次
の
よ
う
に
的
確
に
と
ら
え
て
い
る」
（「
前
掲
論
文」
一
三
頁）
と
し
て 、

明
治
七
年
の
「
開
回
私
言
ヲ
読
ム」
I
I「

彼

ノ
宣
教
使
ノ
如
キ 、
只
治
教
ヲ
宣
布
ス
ル
ニ
出
ス 、

固
リ
宗
教
ヲ
是
非
ス
ル
ニ
非
ル
也
ー
ー

を
引
用
し
て
い
る 。
羽
賀
の
指
摘
に
「
後
に
な
っ
て」
と

い
う
限
定
が
含
ま
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
問
題
な
い 。
し
か
し 、
も
し
も
「
詔
が
出
さ
れ
た
時
か
ら
既
に」
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
問
題
で
あ
る 。
明
治
七

年
の
史
料
は
明
治
三
年
の
こ
と
を
直
ち
に
証
明
す
る
も
の
で
は
な
い 。
ま
た 、
明
治
三
年
の
「
建
言

四
ケ
条
御
垂
問
二
奉
答」
（『
島
地
黙
霜
全
菓』

、
、
、
、
、

1

0
七
頁）
に
は
「

宣
教
使
御
差
出
ジ
ノ
朝
識 、
全
政
教一
致
二
原
キ 、
敬
神
ヲ
以
テ
政
ノ
根
本
卜

被
遊 、
奉
ル
所
ハ
神
祗 、
教
ル
所
ハ
神

「
神
仏
混
滑
改
正
之
議」

島
地
黙
雷
の
治
教
論

（
傍
点
引
用
者）
と
あ
っ
て 、
む
し
ろ
詔
に
神
道
宗
門
の
宣
布
を
見
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る 。

（
『
明
治
建
白
書
集
成』
第
三
巻 、
所
収）
参
照 。

瑕
丘
宗
興
コ一
十
八
題
箔
略」

（「
広
島
県

「
治
教
論」
へ
の
前
提
を
な
し
て
い
る
と

（
『
島
地
黙
雷
全
集』
第一
巻）
六
六
頁 。

「
島
地
黙
雷
は
こ
う
し
た
詔
の
も
つ
問
題
を
詔
の
『
治
教』
と

門
教
義
上
相
戻
候
大
意」
が一
っ
収
め
ら
れ
て
い
る。

(

41
)
 

(

39
)

（

40
)
 

(
38)
 

(
37)
 

(
36)
 
「
真
宗
分
離
始
末」

（
新
田）
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